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◆点  鐘  12：30

◆体  操  自律神経強化体操

◆国  歌  君ヶ代

◆Ｒ  Ｓ  奉仕の理想

◆唱  歌  砂山

◆Ｂ. Ｇ. Ｍ  「宗次郎のこころのうた」より

見上げてごらん夜の星を

夜明のうた

白いブランコ    他

会長の時間 会長 平野 英壽

 先日は、ガバナー公式訪問を無事終える事が出

来ました。やっと胸をなで下ろす気分です。

 合同例会へ出席された皆さんも大変お疲れ様で

した。特に女性の方々はファッションにお化粧に

大変だったと思います。（笑）

 ガバナーアドレスの中で印象に残った言葉があ

ります。「別府中央はチャーターメンバーは何人

ですか。21人です。今現在では24人です。素晴

らしい。チャーターメンバーより減らしてないク

ラブは最近あまりないですよ。いいですね。これ

からも会員維持、増強に頑張って下さい。」との

事でした。

 又、我クラブのもみじ谷社会奉仕活動に関し

ては、ロータリーの友への投函や地区資金の申請

などしてみてはとの助言や、クラブの各小委員の

懇親会などの活動をもっと活発にやってもらいた

い、との事でした。以上ガバナー面談のご報告まで。

 さて、ちょっと落ち着いたところで通常例会を

盛り上げて頂きたいと思いますが、来年３月29

日には、20周年式典も控えております。その方

の準備も実行委員方々始めとし、会員方々の気持

ちを一つにして、取り組んで頂けたらと思います。

◆出席報告       委員長 中島　澄人
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幹事報告 幹事 亀井  孝

―新世代のための月間―

１．本日の卓話

『私の音楽性について』 鳴海淳郎会員

２．本日、例会終了後、例会場に於いて「第３回

定例理事・役員会」を開催致します。

３．2010～'11年度ガバナーノミニー候補者推薦

について

 RI細則第13条により、国際ロータリー第

2720地区2010～'11年のガバナーノミニー

（山崎勝ガバナーエレクトの次の方）の候補

者として適任者をご推薦くださいますようご

依頼申し上げます。候補者推薦の期日及び提

出先は下記のとおりです。

提出期限 2008年11月１日必着

提 出 先 〒865-0061 玉名市立願寺565-1

     高木ビル１F

     国際ロータリー第2720地区

     杉谷卓紀ガバナー事務所内

     指名委員会 宛

４．2008-2009年度 地区大会決定のお知らせ

  期  日 2009年２月７日（土）・８日（日）

       大会本会議

       会長・幹事・ガバナー補佐会議

  場  所 熊本市「グランメッセ」

  交 流 会 ２月７日（土）→ホテル日航熊へ移動

  ホストクラブ 熊本南ロータリークラブ

５．例会変更のお知らせ

杵築ＲＣ ９月18日（木）の例会は、観月家

族例会の為 同日18：30～焼肉

みやべに時間・場所変更

別府東ＲＣ ９月18日（木）の例会は、国際交

流ゆかたの夕べの為 ９月19日

（金）17：00～別府大学に日時・

場所変更

６．次週の予定

「会 員 卓 話」椛田健治会員

「会員コラム」衛藤秀子会員

（原稿を９月５日（金）までにお願いいたします。）

７．本日の回覧

①「月見例会」出欠席（９月30日）

②「2008-2009年度版 ロータリー情報集」

購入希望

③宇佐・くにさき・日出・杵築RC 週報

８．本日の配布

①週報 No.925

②ロータリー探求：

 「社会奉仕の発展と社会奉仕委員の責務」

鳴海淳郎R情報委員長より

③ガバナー月信No.２

④ガバナー月信 ファイル

⑤ロータリーの友９月号

スマイルボックス 委員長 後藤  隆

○平野会長

 中島会員、がんばってください。

○木村会員

 ６月末の決算申告が終わり、８月末に黒字で

計上利益が出ているのに、現金が無い。いつも

不思議な現象。それでも無事今期をむかえられ

た事に感謝。

○村津会員

 先週土曜日、竹田市文化会館で開催された「竹

田混声合唱団・定期演奏会」に出演して参りま

した。この日のラストステージ、「混声合唱と

ピアノのための組曲・別府鶴見火山」にクール

・あおやまから10名の応援出演を要請されたも

のです。竹田混声の皆さんともよく調和して大

好評でした。感謝してスマイル。

○森会員

 上手くゆかないからと途中で仕事を投げ出す

政治家にあきれるばかりです。どんなに苦しく

ても頑張っている中小企業の社長さんにあらた

めて敬意を表します。

○梅津会員

 ４ロータリー合同例会、大変お疲れ様でし

た。福岡地区大雨で帰ってこれず、欠席したく

なかったのですが、欠席しました。スマイルい

たします。

○衛藤会員

 朝夕の風の音にも秋の色

 日中はまだまだ暑さが残っていますが、秋も

もうすぐですね。

 鳴海先生の卓話、楽しみにしています。

○赤嶺会員

 ボランティア案内ご苦労様です。中尾さん、

男前に新聞に載っていましたよ。

 鳴海先生、先週はＲ情報をぬかしてしまいす

いません。お詫びしてスマイル。
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○中尾会員

 明後日よりテレビの撮影が始まります。約

10日間になりますが、別府市内各所での撮影

です。放送は年始すぎての土曜９時からの「温

泉若おかみの殺人推理」です。

 それから８月は出席が悪くてすみませんでし

た。９月は頑張ります。

○高田会員

 先日の誕生日には欠席して申し訳ありません

でした。プレゼントいただきました。54才に

なりましたが、45才と思っています。（自分だけ）

 鳴海先生、本日の卓話楽しみにしています。

 椛田先生、次週の卓話頑張ってください。

○椛田会員

 皆さんお元気ですかー！僕も元気でぇーす！

 いつも一緒に飲んでいる頭がツルツルの友人

が、このたび北京オリンピックのマラソンで優

勝したケニアのワンジルのマネージメントの会

社の社長になりました。スポンサーを募ってい

ます。よろしくお願いします。

○亀井会員

 杉谷ガバナー公式訪問、合同例会出席、大変

おつかれ様でした。ありがとうございました。

○近藤会員

 秋がやって来ました。スポーツの秋です。早

速ゴルフに扇山に後藤さん、高田さんと行くと、

亀井さん、河村さんに会いました。ソフトボー

ル大会が終わったら、当クラブのゴルフ大会を

しませんか。

○後藤（隆）会員

 ホルモンの話です。

卓  話 鳴海 淳郎

わたしの音楽性について思う

幼児期の思い出

 わたしは別府生れの三重育ちですが、小さい時

は別府と三重の間を往き来していたようです。

 人の話によると、わたしは母にとくに厳しく育

てられたようですが、そのような厳しさよりも、

幼年時代のわたしに英語でホーム・スイート・ホー

ムを、フランス語でマルセイユを口伝えに教えて

くれた母の優しさの方が記憶に残り、その後何10

年も経つにおいて現在も、なお不完全ながらこれ

らを口ずさむことができます。（三重時代の思い出）

 これは別府に帰ってからのことですが、わたし

の家には、昔からスイス製（スウィツル製と言っ

ていましたが）の蓄音機があり、よくレコードを

かけて聴いた思い出があります。

 その時、どういうわけか、レコードボックスに

つまっていた吉住小三郎の京鹿の子娘道成寺をよ

く聴いたものです。それで唄はともかく、曲だけ

は今でもよく覚えています。

 これは嘗て祖母のいとこに当たる人（三味線の

師匠）がなくなるまで家に一緒におり、母もその

関係で三味線をよく弾いていましたが、このよう

な雰囲気がそうさせたのでしょう。

 その後小学校にあがる前、母が一時喫茶店をし

ていたときがあり、佐賀より職人を雇ってカステ

ラやマルボーロをつくり、ブラジルコーヒーを取

り寄せてお客にコーヒーを飲ませたりしていまし

たが、外人客もみえていました。その時よくにユー

モレスクやジョスランの子守唄などをかけていた

ことを思い出します。

 もう一つ、三重時代の思いでは、西宮神社の夏祭

りによくお神楽を見に行ったものです。父親の解説

付きでそれ以来神楽が好きになり、その後豊後神楽

は勿論、熊本の波野神楽、高千穂神楽など見に行き

ましたが、わたしにとっては子供時代に見た豊後神

楽がやはり心に残るもので、今でもお神楽の笛、太

鼓の音が聞こえると、それだけで血が沸いてきます。

 このように三重と別府の間を行き来しました

が、中学時代は大分で過ごしました。

中学時代の思い出

大分中学時代・・・音楽が好きで変声期の前はボー

イソプラノで、中学1年の時、みんなの前でメン

デルスゾーンの｢胡蝶とひばり｣を歌ったことがあ

ります。上級生である吉村益信さんのピアノ伴奏

で歌い、音楽の先生に非常に誉められ、｢君は音

楽学校に行きなさい｣と言われましたが、帰って

母に言ったところ、｢今では遅すぎる｣と即座に断

られたことを思い出します。

 また、卒業を前にして同級生のつくった詩に曲

をつけたことがあります。

＜卒業にあたって＞

 玲瓏照らす 陽光の   燦とかがやく聖丘に

 師弟と契り 友と呼び  水魚の如く交わりて

 睦み来たりし 道はるか 二豊の健児 意気高し

高等学校時代の思い出

 戦時中（終戦前に近い）、最後の寮歌になりまし

たが、一年先輩の寮の総代の作詞したものに曲をつ

けたものです。勿論作曲は全くの素人で、単純なメ

ロディーを五線譜に入れたに過ぎないものでした。

戦後の混乱にまぎれて、わたしの手元には残ってい

ませんが、思い出しては時に口ずさんでいます。
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会の幹事を引き受けると、何か踊らなければなら

ないということを患者さんに打ちあけたところ、

その日の中に先生が決まってしまったのです。花

柳流の花柳幾雅美先生でした。

 それから約20年近く稽古が続きましたが、は

じめは名取りになるための3つの課題曲からはじ

まりましたが、途中から｢名取りになったら先生

大変だ｣という人の忠告があってそれは断念する

ことにしました。

 黒田節、白扇、松の緑、雨の五郎、新曲浦島、

越後獅子、夕月船頭、岸の柳、外記猿など色々稽

古を受けましたが、いまでは人生劇場がわたしの

十八番として残っております。

 ところが、最近になって、色々整理しているう

ちに、もう亡くなった母が北海道時代に町内の集

まりで黒田節を踊っている写真を見つけ出し、感

慨にふけっているところです。

おわりに

 以上、わたしが音楽が好きなことを色々なケー

スについて述べましたが、今になって考えられる

ことは、感性の豊かさは母親譲りのものと思われ

ます。

 わたしが皮膚科医となったのは、父親から科学

する心、ものを見る目を授かったことが原点と思

われます。

 ロータリーが好きになった理由は、もとをた

だせば母親からロータリーが好きになる感性を授

かったものと推察されます。

 わたしが別府ロータリー・クラブに入会して

間もない頃、日田市で開催されたIGFで薬師寺和

寿地区ロータリー情報委員長から受けた感動がも

とでラタクル元RI

会長の言うロータ

リー・マジックに

かかり、ロータリー

が好きになったも

のと思う次第です。

 一体に、感性の

強い人ほどロータ

リーに馴染みやす

く、ロータリーが

好きになる確率が

大きいのではない

でしょうか。

   すめら み国の 鐘なりて

     ああ混濁の 世は明けぬ

   君のみことを かしこみて

     銃取る腕 力あり

   みこと奉ずる ますらおの

     若き瞳に 光あり

前橋時代の思い出

 皮膚科の医者になって一時群馬大学医学部皮膚

科の助教授として前橋に赴任したことがありまし

が、その3年間はわたしにとって十二指腸潰瘍に

なるほど、精神的に厳しい時代でした。

 この頃、NHKテレビで｢音楽夜話｣という番組

があり、ゲルハルト・ヒュッシュが中山悌一を相

手に毎週｢冬の旅｣の指導をしていました。｢皆さん、

今晩は｣ではじまる一曲一曲の指導は妙にわたし

の心をとらえ、大学での厳しさをすっかり忘れて

聴き入ったものです。

 そして、これがきっかけでドイツ歌曲、わけて

も｢冬の旅｣が好きになり、これに関するレコード

を幾種類も買いあさりました。今ではこれがわた

しの宝物になっています。

・ゲルハルト・ヒュッシュ

・フィッシャー・ディスカウ

・ハンス・ホッター

・テオ・アダム

・ジェラール・スゼー

新橋時代の思い出

 昭和38年（1963年）9月、群馬大学を辞した後、

同年10月より昭和43年（1968年）12月までの

東京新橋における５年間の開業生活は、全国理美

容ネットワークにのった特殊な体験でした。

 この頃、前のからす森通りにレコード屋さんが

あり、この店で偶然見つけた一枚のレコードはと

くにわたしの胸をうちました。

 ショパンのピアノ協奏曲第1番 ホ短調 で、マル

タ・アルゲリッヒのピアノでクラウディオ・アバー

ド指揮のロンドン交響楽団によるものでした。

 このときのアルゲリッヒが、現在アルゲリッチと

してこんなに有名になり、別府市民に親しまれる存

在になるとは、その時夢にも思いませんでした。

別府に帰ってからのこと

 別府に帰って数年後より日本舞踊の稽古をはじ

めました。そのきっかけは、別府市医師会で忘年

ツキを呼び込む言葉

次のようなプラスの言葉を普段から口にすると運

が良くなるそうです。

・ありがとう、感謝します。

・ツイてる。（ツイちょる。ツイちょん。）大分弁

・嬉しい、楽しい、幸せ。

・大好き、愛してる。

 次回は、衛藤秀子会員です。

会員コラム 高田 由子


